はじめに
　海洋の生物地球化学的な状態を解明し、地球の未来を予測するのに必要な機構をより正確に理解しようとする世界海洋フラックス研究計画（JGOFS）は、さまざまな技術と測定方法に依存している。本研究計画の初期においては、これの核となる測定項目は、上記の目的を達成する必要最小限のものでしかなかった。しかし、数ヶ国のわずかな研究機関が大部分の測定を行った北大西洋ブルーム実験（NABE）の時でさえ、測定方法に関し、経験、能力、そして個人的熱意などにより方法にかなりの差があることが問題になった。使用すべき最高の技術水準についてコンセンサスを得る試みとして、JGOFS報告書の6として、「JGOFSの中核となる測定成分の観測指針：中核的成分の測定方法に関する作業グループ報告書」が編集された。JGOFS計画の規模が大きくなり、多様化してきたので、技術を標準化する必要性がさらに高まってきた。本書はバミューダ生物研究所のA. Knap博士と彼の同僚が編集したものであり、JGOFSが用いている中核となる測定成分についての観測指針の最新版である。特に強調したいことは、この観測指針は、新しい研究者が信頼でき、再現性があり、そして正確な測定結果を得るのに必要な操作を理解して、これらの測定を行えるように標準化した形式で書かれていることである。
　この作業は終了してはいない。現段階では、分析精度がはっきりせず、検定用の標準物質がない測定方法が多い。観測指針の中には、いくつかの方法の中で特に優れたものがなく、それらの中から妥協して1つを選んだものもある。観測指針の作成作業をさらに飛躍させる鍵は、JGOFSグループ内外でこれらの方法を幅広く利用し、その測定方法を改良し、完成させ、あるいは新しい測定方法を開発するところにある。そこで、この観測指針の読者や使用者は、JGOFSコアプロジェクト事務局まで意見、提案、批判を送っていただきたい。第2版は、約2年後に出版する予定である。
　JGOFS事務局は、バミューダ生物研究所のKnap博士や彼の同僚に対し、観測指針作成という偉大な仕事を成し遂げたことに関し、感謝の意を表する。そのほか、多くの科学者が、それぞれが用いてきた測定方法についての情報を提供し、作業グループの専門家として働き、本書の草稿をレビューすることで貢献してくれた。我々は、JGOFSの重要な作業に時間を割き、専門的知見を提供してくれた、これらの研究者の方々に厚く感謝したい。最後に、このJGOFSの試みに尽力してくれた、全米科学財団およびユネスコ政府間海洋学委員会Neil Andersen博士が中心的な役割を果たしたことを付記したい。手に入れることのできる最高の技術と標準物質を使っての厳格な分析技術こそが成功の鍵であるとするNeil博士の主張が、JGOFSの科学面での完全さを確立するうえでの基礎となったのである。
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第1章　案内
　
　世界海洋フラックス研究計画（JGOFS）は、地球規模の炭素と栄養塩の循環における海洋の役割を理解することを目的とする国際的、かつ学際的な研究計画である。国際学術連合会議の海洋研究科学委員会（SCOR）は、この国際的研究計画の目的を「海洋における炭素と、それに関連する親生物元素について、時間変動をしているフラックスを定量し、理解することそして、それに関連する大気、海底、大陸境界での交換を評価すること」と記述した。合衆国でのこの試みの一環として、全米科学財団は、2つの時系列観測点、第1のバミューダと第2のハワイ、および、諸過程解明に向けた大規模な一連の野外調査研究に資金を提供した。
　本書は、JGOFSに関係する科学者に使われる多数の成分について記した現時点での観測指針である。本書はまた、米国 JGOFSのバミューダ大西洋時系列研究（BATS）のスタッフが、その観測方法を示すために作った測定マニュアルがもとになっている。さらに本書は、多くのJGOFSの科学者の意見によって改訂され、現在の形は、新しくJGOFS形式の観測をする科学者や技術者の訓練の手助けとなるように編集されている。多くのJGOFSの科学者によって、これらの方法はレビューされている。しかし、いくつかの測定方法については、全体の合意が得られていない部分もある。この観測指針は、これらの測定方法の最終版ではなく、むしろ、現在使用されているいろいろな測定方法を比較するための高度な参考文献として利用していただきたい。
　この観測指針には、現在受け入れられているJGOFS計画の大部分の中核的な測定成分についての測定方法をあげている。また、いくつかの測定方法については、別法に対するコメントや、同時に別の操作方法をあげてある。
　これらの測定方法を注意深く使用すれば、多くの測定値がJGOFSやWOCEの基準を満たすことになるだろう。本書はまた、ある程度技術的な経験のある者に向けて編集されている。多くの章では、より完全で詳細な測定方法を知り、また議論になっている点を知ってもらうため、参考文献があげてある。
　本書の作成の組織と編集は、大部分、バミューダ生物研究所（主席研究員A. H. Knap博士）により運営されているバミューダ大西洋時系列研究（BATS）の科学者と技術者によって成し遂げられた。JGOFS研究計画に参加している世界中の多くの科学者から、草案に対して貴重なご意見をいただいた。ハワイ海洋時系列研究（HOT）に関わった同僚たちと、国際的JGOFS研究グループの多大な貢献に感謝したい。政府間海洋学委員会（IOC）と国連環境計画（UNEP）が設立した標準物質と相互検定に関する専門グループ（GEMSI）にも、査読していただいた。本書の編集にあたっては、全米科学財団OCE-8613904, OCE-880189から資金の一部を援助していただいた。
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